
介紹

県
史
編
纂
班
の
方
々
、
広
瀬
誠
・
近
岡
七
四
郎
・

米
原
寛
・
関
学
氏
等
、
富
山
県
立
図
書
館
・
新
湊

市
文
化
財
審
議
会
・
富
山
梁
の
教
育
関
係
者
な
ど

の
メ
ン
バ
ー
に
、
県
外
よ
り
和
箕
な
ど
科
学
・
技

術
史
関
係
を
担
当
さ
れ
た
藪
内
清
・
吉
田
光
邦
・

吉
田
柳
二
氏
等
の
協
力
者
が
加
わ
り
、
各
分
類
毎

の
解
説
を
付
し
た
目
録
が
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
周
到
で
、
よ
く
整
っ
た
内
容
を
み
る
と
、
限
ら

れ
た
期
間
の
な
か
で
、
調
査
員
各
位
が
い
か
に
御

苦
労
さ
れ
た
が
行
間
に
滲
み
出
て
い
る
。
そ
の
成

果
は
、
当
代
の
定
評
あ
る
目
録
と
比
較
し
て
も
些

も
遜
色
の
な
い
嵐
来
栄
え
と
い
い
得
よ
う
。
関
係

老
の
御
苦
労
に
心
か
ら
な
る
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
が
緒
口
と
な
っ
て
石
黒
氏
歴
代
の
業

績
が
総
合
的
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

近
年
刊
行
さ
れ
た
す
ぐ
れ
た
目
録
の
ひ
と
つ
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

　
申
込
先
　
富
山
県
新
湊
市
本
町
二
一
一
〇
一
三

　
　
　
　
　
〇
　
新
湊
市
役
所
　
社
会
教
育
課

　
代
　
金
　
本
代
四
、
五
〇
〇
円
＋
送
料
（
代
金

　
　
　
　
　
は
、
同
国
録
及
び
請
求
書
を
受
け
取

　
　
　
　
　
つ
た
後
、
送
金
す
る
こ
と
）

　
　
　
　
　
（
B
5
判
　
五
一
二
頁
　
一
九
七
九
年
三
月

　
　
　
　
富
山
県
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
（
船
越
昭
生
　
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
教
授
）

搾
》
・
U
O
O
ひ
q
ω
財
。
灘
鋤
口
鳥

菊
齢
》
．
切
暮
囲
ぎ
（
O
儀
ω
．
）
”

　
》
昌
頃
陣
ω
8
臨
。
巴
の
8
ぴ
q
轟
O
げ
《

　
o
h
国
訟
α
q
冨
昌
働
曽
露
礁
白
巴
①
ω

　
歴
史
地
理
学
者
は
、
も
は
や
過
去
の
空
間
的
パ

タ
ー
ン
の
再
構
築
に
の
み
関
心
を
示
す
の
で
は
な

く
、
そ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
を
生
み
出
す
プ
ロ
セ

ス
に
関
心
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
動
き
は
、

一
九
六
〇
年
代
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
歴
史
地
理
学
界

に
お
い
て
、
し
だ
い
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
き

た
。
そ
し
て
、
こ
の
考
え
方
に
し
た
が
っ
て
、
過

虫
に
関
す
る
諸
問
題
も
再
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
成
果
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ

の
歴
史
地
理
と
し
て
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
こ
の
変
化
は
、

各
時
代
の
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
と
そ
れ
ら
の
問
の

変
化
を
共
通
の
視
点
と
す
る
、
一
九
七
三
年
の
躍
●

ρ
U
雪
げ
唄
（
①
創
ω
・
）
“
》
名
。
≦
属
δ
8
贋
8
巴
O
①
？

鴨
節
℃
げ
団
O
略
国
昌
σ
Q
冨
旨
仙
と
本
書
に
お
け
る
テ
ー

マ
別
の
視
点
を
比
べ
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
本
文
は
十
四
章
か
ら
な
り
、
一
章
を
（
）
内

に
示
し
た
一
人
の
執
筆
者
が
器
量
し
て
い
る
。
な

お
、
前
半
で
は
一
応
、
時
代
別
に
一
章
を
な
す
が
、

一
五
〇
〇
年
以
降
を
対
象
と
し
、
こ
の
本
の
3
分

の
2
を
占
め
る
後
半
は
テ
ー
マ
別
の
構
成
を
と
る
。

　
第
一
章
（
囲
W
’
H
（
●
　
国
〇
阿
り
O
円
滑
ω
）
で
は
先
史
時
代
の

研
究
に
関
し
て
、
資
料
の
墨
髭
か
ら
、
年
代
測
定

法
、
文
化
の
連
続
性
の
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
、
遺
跡
に
関
す
る
空
間
分
析
、
仮
説
検
証

に
つ
い
て
展
望
が
な
さ
れ
る
。

　
第
二
申
草
（
H
・
凝
。
＆
豊
）
は
、
晩
期
鉄
器
時
代
社

会
の
空
間
構
造
と
そ
れ
ら
が
ロ
ー
マ
時
代
ブ
リ
テ

ン
社
会
に
与
え
た
影
響
、
ロ
ー
マ
ン
タ
ウ
ン
や
村

落
パ
タ
ー
ン
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
分
析

を
試
み
る
。

　
第
三
章
（
○
・
図
闇
｝
o
器
ω
）
で
は
、
ロ
ー
マ
時

代
と
ノ
ル
マ
ソ
の
征
服
と
の
間
の
時
代
が
扱
わ
れ
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
王
国
の
発
生
、
社
会
組
織
、
二

村
や
都
市
の
変
貌
・
発
展
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。

　
第
四
章
（
男
》
．
U
＆
σ
q
q
・
び
○
口
）
で
は
、
U
o
ヨ
⑦
？

α
曙
b
d
o
o
園
の
分
析
か
ら
、
人
口
分
布
や
社
会
類

型
が
描
き
出
さ
れ
、
2
つ
の
発
展
モ
デ
ル
を
軸
と

し
て
、
社
会
や
町
、
工
業
に
つ
い
て
考
察
が
加
え

ら
れ
る
。

　
第
五
童
・
（
園
．
跨
b
d
9
は
⇔
）
に
は
、
十
四
世
紀
後

半
か
ら
十
五
世
紀
に
か
け
て
の
人
口
や
経
済
、
都

市
や
村
落
ま
た
商
工
業
な
ど
の
分
析
か
ら
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
東
部
・
東
南
部
の
発
展
を
描
き
出
す
。
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第
六
章
（
9
鋭
く
Φ
巨
旨
σ
q
）
か
ら
テ
ー
マ
別
の

構
成
と
な
り
、
第
六
～
八
章
が
一
五
〇
〇
年
か
ら

一
七
三
〇
年
を
、
第
八
章
以
降
が
一
七
三
〇
年
か

ら
一
九
〇
〇
年
を
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
も
と
づ

き
、
と
り
上
げ
る
。

　
ま
ず
、
第
六
章
で
は
農
業
に
つ
い
て
、
そ
の
構

帖
遣
や
組
嵐
識
を
、
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
や
土
地
所
…
有

の
面
か
ら
考
え
、
ま
た
、
市
場
と
の
関
係
、
生
産

技
術
、
土
地
利
用
の
変
化
に
対
す
る
障
害
の
三
つ

の
要
素
か
ら
、
こ
の
時
期
の
盤
業
生
産
の
増
大
を

論
じ
る
。

　
第
七
章
Q
帥
い
竃
σ
Q
8
昌
）
は
、
地
域
経
済
が
統

舎
さ
れ
國
家
経
済
と
し
て
発
展
し
て
い
く
と
い
う

考
え
の
も
と
に
、
毛
織
物
工
業
、
石
炭
工
業
、
農

村
工
業
と
都
市
工
業
な
ど
の
発
展
プ
ロ
セ
ス
、
都

市
機
能
な
ど
に
つ
い
て
考
察
が
す
す
め
ら
れ
る
。

　
第
八
章
・
（
菊
．
竃
・
ω
資
津
げ
）
に
お
い
て
は
、
こ
の

時
期
の
総
人
口
の
構
造
把
握
を
試
み
て
お
り
、
人

口
移
動
に
つ
い
て
も
検
討
し
つ
つ
、
人
口
変
動
に

お
け
る
空
間
バ
タ
ー
ソ
を
論
じ
る
。

　
第
九
章
Q
．
図
．
芝
巴
ざ
切
）
で
は
、
一
七
三
〇

年
以
後
の
農
業
に
お
け
る
変
化
を
、
農
業
革
命
、

農
業
変
化
の
パ
タ
ー
ン
、
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

い
う
順
序
で
分
析
す
る
。

　
第
十
章
（
国
。
℃
ρ
ノ
く
自
a
O
旨
）
は
、
こ
の
間
の
工
業

発
展
を
扱
い
、
そ
の
特
徴
と
と
も
に
、
そ
の
原
因

と
し
て
需
要
の
増
加
や
供
給
面
で
の
諸
因
子
を
あ
r

げ
、
最
後
に
工
業
発
展
の
パ
タ
ー
ン
を
把
握
し
よ

う
と
試
み
る
。

　
第
十
一
章
（
U
・
○
器
σ
Q
o
受
）
も
、
同
じ
く
こ
の

時
期
の
工
業
に
お
け
る
変
化
過
程
を
扱
い
、
労
働

過
程
の
地
域
的
変
質
に
み
ら
れ
る
三
つ
の
段
階
を

論
じ
て
い
る
。

　
第
十
二
章
（
菊
巳
】
U
斜
日
く
汁
O
⇒
）
は
、
人
口
と
社
会

を
と
り
あ
げ
、
人
口
傾
向
、
入
口
成
長
の
空
間
パ

タ
ー
ン
を
都
市
・
農
村
社
会
間
の
関
係
や
、
都
市

の
成
長
に
つ
い
て
も
考
察
し
つ
つ
分
析
す
る
。

　
第
十
三
章
（
国
り
　
（
）
㊤
巴
げ
①
弓
）
で
は
、
前
半
で
十
八

世
紀
前
半
に
お
け
る
都
市
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
後
の

変
化
を
検
討
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
試

み
る
。
後
半
で
は
、
都
市
の
発
展
に
伴
う
機
能
地

域
分
化
を
論
じ
て
い
る
。

　
第
十
四
章
（
》
・
累
。
団
。
ω
）
は
、
前
半
で
は
、
タ

ー
ン
パ
イ
ク
、
運
河
、
鉄
道
な
ど
に
よ
っ
て
時
期

区
分
し
、
各
時
期
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け

る
構
造
的
特
質
を
論
じ
る
。
後
半
は
、
交
通
と
空

間
経
済
の
形
態
変
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
、
最
終
的
に
は
、
交
通
の
発
達
を
説
明
す
る
モ

デ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
不
完
全
な
も
の
も
あ
る
と
は
い

え
本
書
所
収
の
論
文
の
多
く
は
、
な
ん
ら
か
の
理

論
の
検
証
あ
る
い
は
モ
デ
ル
構
築
を
念
頭
に
お
き
、

事
実
の
記
述
で
は
な
く
解
釈
を
強
調
し
、
よ
り
厳

格
で
探
究
的
と
思
わ
れ
る
方
法
を
と
ろ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
単
な
る
事
実
や
パ
タ
ー
ン
を
通

し
て
七
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
や

解
釈
を
通
し
て
過
去
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
こ
こ
十
年
余
の
イ
ギ
リ
ス
歴
史
地
理
学

に
お
け
る
方
法
・
内
容
両
面
で
の
重
要
な
変
化
を

織
り
こ
ん
だ
本
書
は
、
学
生
の
た
め
の
基
本
的
文

献
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
も
な

が
ら
、
地
理
学
の
み
な
ら
ず
、
社
会
経
済
史
を
は

じ
め
隣
接
諸
科
学
に
お
い
て
も
、
避
雷
は
興
味
深

い
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
四
五
〇
頁
　
一
九
七
八
年
夏
u
。
＆
。
ρ

　
　
　
　
　
諺
。
＆
。
ヨ
一
。
渾
¢
器
）

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
　
正
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）
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